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お
彼
岸
の
時
期
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
ヒ
ガ
ン

バ
ナ
の
話
題
を
ひ
と
つ
。
―
―
全
国
の
田
ん
ぼ
の
畔

な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
す
べ
て
ク

ロ
ー
ン
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
遺
伝
子
は
三
倍
体
と
い
っ
て
、
不

稔
性
で
あ
り
、
種
子
を
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
遺
伝

子
が
三
倍
体
の
植
物
は
種
な
し
ス
イ
カ
の
よ
う
に
人

為
的
に
造
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

の
場
合
、何
ら
か
の
理
由
で
海
を
渡
っ
て
き
た
株
が
、

株
分
け
さ
れ
、
多
く
の
人
の
手
を
経
て
、
日
本
中
の

田
舎
に
帰
化
し
た
も
の
ら
し
い
。
だ
か
ら
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
は
す
べ
て
ク
ロ
ー
ン
な
の
で
あ
る
。

通
常
の
植
物
が
受
粉
し
、風
や
鳥
の
力
を
借
り
て
、

あ
た
り
に
子
孫
を
増
や
し
て
い
く
の
と
は
ま
っ
た
く

異
な
り
、
多
年
草
で
あ
る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
咲
く
風
景

と
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
風
景
だ
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
気
に
な
っ
て
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
あ
る
風
景
を
思

い
返
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
田
ん
ぼ
の
畔
や
川
の

土
手
の
よ
う
な
、
人
の
生
活
の
場
に
近
い
と
こ
ろ
が

ほ
と
ん
ど
で
、
深
山
幽
谷
で
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
ま
ず

見
か
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
た
だ
し
、
人

の
生
活
に
近
い
場
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
ヒ
ガ
ン
バ
ナ

が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
畔
で
も
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
咲

い
て
い
る
場
所
と
咲
い
て
い
な
い
場
所
と
に
何
ら
か

の
規
則
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。

す
べ
て
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
株
は
、
か
つ
て
誰
か
が

そ
の
場
に
移
植
し
た
か
ら
、
そ
の
場
に
咲
き
続
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
咲
い
て
い
る

場
所
と
咲
い
て
い
な
い
場
所
と
を
分
け
る
も
の
は
、

か
つ
て
誰
か
が
そ
の
場
所
に
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
植
え
る

気
に
な
っ
た
か
ど
う
か
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
人
が
植
え
る
気
に
な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
は
植
え
ら
れ
、そ
こ
で
咲
い
て
い
る
の
だ
。

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
が
咲
く
土
地
に
は
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
に
ふ
さ

わ
し
い
物
語
が
潜
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
咲
く

風
景
を
見
返
し
て
み
る
と
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
を
株
分
け

し
て
き
た
人
々
の
風
景
に
対
す
る
想
い
が
見
え
て
く

る
。
同
時
に
、
は
る
ば
る
異
国
か
ら
や
っ
て
き
た
ヒ

ガ
ン
バ
ナ
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
地
に
根
付
く
ま
で

に
長
い
長
い
旅
が
あ
っ
た
こ
と
に
思
い
至
る
。

可
憐
な
一
輪
の
花
の
風
景
に
も
こ
ん
な
壮
大
な
旅

の
物
語
が
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
と
、
な
お
一
層
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
を
大
切
に
し
た
く
な
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ

う
か
。

若狭の神宮寺仁王門前（福井県小
お

浜
ばま

市
し

）（提供：西村 幸夫氏）
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棚
野
会
長
代
行
が
自
民
党
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
に
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

田
島
会
長
代
行
が
今
後
の
教
職
員
定
数
の
在
り
方
等
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
出
席
�
⑶

山
崎
副
会
長
が
自
民
党
「
こ
ど
も
・
若
者
」
輝
く
未
来
創
造
本
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
�
�
�
�
⑹

棚
野
会
長
代
行
が
公
明
党
総
務
部
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

税
制
改
正
、
地
方
整
備
局
等
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
要
請
活
動
／
菅
前
総
理
を
表
敬
訪
問
�
�
�
⑻

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
始
め
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
＝
愛
知
県
阿
久
比
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑼

町
村
か
わ
ら
版
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒂

豊
か
な
自
然
と
和
の
こ
こ
ろ　

未
来
に
つ
な
ぐ　

に
ぎ
わ
い
の
郷
里

　
　
　
　
　

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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福
島
県
町
村
会
長
・
塙
町
長　

宮
田　

秀
利
�
⒃
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

は
じ
め
に
、
棚
野
会
長
代
行
は
「
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
っ
て
国
民
生
活

及
び
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

い
る
」
と
述
べ
、
総
合
経
済
対
策
等
の
実

施
に
よ
り
、
物
価
高
か
ら
国
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
し
て
い

く
た
め
に
万
全
な
対
策
を
引
き
続
き
推
進

す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
今
夏
も
記
録
的
な
豪
雨
や
大
型

台
風
に
よ
り
全
国
の
広
い
範
囲
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
大
規

模
震
災
・
豪
雨
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・
復

興
へ
の
支
援
と
、
国
土
強
靱
化
に
関
す
る

施
策
の
推
進
及
び
全
国
的
な
防
災
・
減
災

対
策
へ
の
十
分
な
財
政
措
置
を
求
め
た
。

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
に
つ

い
て
は
、「
町
村
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

地
域
の
最
前
線
で
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実

施
し
て
い
く
た
め
に
は
継
続
的
に
安
定
し

た
自
主
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
」

と
述
べ
、
物
価
高
騰
等
に
よ
る
財
政
需
要

も
的
確
に
反
映
し
た
う
え
で
の
確
保
を
強

く
求
め
た
。

11
月
２
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
総
合

経
済
対
策
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
個
人
住
民

税
の
定
額
減
税
の
実
施
に
よ
る
減
収
額
に

つ
い
て
も
、
全
額
国
費
で
の
補
填
を
求
め

た
。
併
せ
て
、
所
得
税
の
減
税
を
行
っ
た

場
合
の
地
方
交
付
税
へ
の
影
響
額
や
、
減

税
措
置
や
給
付
事
務
等
に
対
す
る
事
務
負

担
の
費
用
に
つ
い
て
、
地
方
財
政
の
運
営

に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
補
填
す
る
よ
う
求
め
た
。

続
い
て
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
向

け
て
、
来
年
が
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え

の
年
に
あ
た
る
固
定
資
産
税
の
安
定
的
な

確
保
や
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準

に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
森
林
や
森
林
面

積
割
合
の
見
直
し
を
求
め
た
。

最
後
に
、
各
要
望
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
他
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実

現
を
要
請
し
、
意
見
を
締
め
括
っ
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

棚
野
孝
夫
副
会
長
・
会
長
代
行
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
は
11
月
８
日
、
自

由
民
主
党
が
開
催
し
た
「
予
算
・
税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」
に
出
席

し
た
。
懇
談
会
で
は
、
地
方
六
団
体
な
ど
自
治
関
係
団
体
か
ら
の
令
和
６
年

度
予
算
・
税
制
・
政
策
に
関
す
る
要
望
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

棚
野
会
長
代
行
は
、
大
規
模
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
全
国
的
な
防

災
・
減
災
対
策
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
町
村
税
源
の

充
実
強
化
等
、
町
村
に
と
っ
て
の
重
点
事
項
を
要
望
し
た
。

▲発言する棚野会長代行

棚
野
副
会
長
・
会
長
代
行
が
自
民
党
「
予
算
・

棚
野
副
会
長
・
会
長
代
行
が
自
民
党
「
予
算
・

税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」
に
出
席

税
制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会
」
に
出
席

全国町村会全国町村会全国町村会全国町村会
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開
会
に
あ
た
り
、
盛
山
文
部
科
学
大
臣

が
挨
拶
に
立
ち
、
は
じ
め
に
、「
こ
れ
ま

で
開
催
さ
れ
た
『
今
後
の
教
職
員
定
数
の

在
り
方
等
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の

場
』
に
お
い
て
は
、
地
方
団
体
か
ら
中
学

校
35
人
学
級
の
実
現
や
、
小
学
校
高
学
年

の
教
科
担
任
制
の
推
進
な
ど
幅
広
い
観
点

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
第
3
回
と

な
る
今
回
は
引
き
続
き
、
教
職
員
定
数
と

学
校
指
導
・
運
営
体
制
の
在
り
方
に
つ
い

て
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
と
と
も
に
、
教

師
を
取
り
巻
く
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
や
教
師
の
処

遇
改
善
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を

賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
８
月
末
に
中
央
教
育
審
議
会
特

別
部
会
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
教
師
を

取
り
巻
く
環
境
整
備
に
つ
い
て
緊
急
的
に

取
り
組
む
べ
き
施
策
（
提
言
）」
を
踏
ま

え
、
令
和
6
年
度
概
算
要
求
に
、
小
学
校

高
学
年
の
教
科
担
任
制
の
強
化
や
、
教
員

業
務
支
援
員
の
全
小
中
学
校
へ
の
配
置
を

は
じ
め
と
し
た
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
充

実
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

最
後
に
、
教
員
業
務
支
援
員
の
配
置
に

あ
た
っ
て
は
、「
首
長
部
局
に
お
け
る
予

算
面
で
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

ぜ
ひ
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
す
る
」
と

述
べ
、
挨
拶
を
締
め
括
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
三
団
体
の
提
言
を
手
交

後
、
代
表
し
て
大
村
秀
章
全
国
知
事
会
文

教
・
ス
ポ
ー
ツ
常
任
委
員
会
委
員
長
（
愛

知
県
知
事
）
が
挨
拶
に
立
ち
、「
教
師
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

国
と
地
方
が
一
体
と
な
っ
て
働
き
方
改
革

や
質
の
高
い
教
師
の
確
保
に
向
け
た
施
策

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
三

団
体
が
提
出
し
た
提
言
に
つ
い
て
幅
広
く

検
討
し
、
順
次
実
行
す
る
よ
う
お
願
い
す

る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
矢
野
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
長
か
ら
、
教
師
を
取
り
巻
く
環
境

整
備
に
関
す
る
最
近
の
動
向
と
併
せ
て
、

令
和
６
年
度
中
に
「
公
立
の
義
務
教
育
諸

学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
改
正
案
の
国
会
提
出
を
検

討
す
る
こ
と
や
、
令
和
６
年
度
概
算
要
求

活　動

地方三団体地方三団体

田
島
副
会
長
・
会
長
代
行
（
佐
賀
県
白
石
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
三

団
体
代
表
は
11
月
９
日
、
政
府
が
開
催
し
た
「
今
後
の
教
職
員
定
数
の
在
り
方

等
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
第
３
回
）」
に
出
席
し
た
。

今
回
の
会
合
で
は
、
地
方
三
団
体
が
と
り
ま
と
め
た
「
学
校
教
育
を
取
り
巻

く
環
境
整
備
等
に
向
け
た
提
言
」を
盛
山
正
仁
文
部
科
学
大
臣
に
手
交
し
た
後
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

政
府
か
ら
は
、
盛
山
文
部
科
学
大
臣
の
ほ
か
、
青
山
周
平
文
部
科
学
副
大
臣
、

安
江
伸
夫
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、
笠
原
隆
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設

企
画
・
防
災
部
長
、
望
月
禎
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
長
、
矢
野
和
彦
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
、
馬
場
成
志
総
務
副
大
臣
、
大
沢
博
総
務
省
自

治
財
政
局
長
等
が
出
席
し
た
。

▲発言する田島会長代行

▲挨拶する盛山文部科学大臣

田島副会長・会長代行が「今後の田島副会長・会長代行が「今後の
教職員定数の在り方等に関する教職員定数の在り方等に関する

国と地方の協議の場（第３回）」に出席国と地方の協議の場（第３回）」に出席

全国町村会全国町村会
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の
う
ち
「
新
し
い
時
代
の
学
び
の
環
境
整

備
（
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
）」
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
田
島
会
長
代
行

は
、
は
じ
め
に
、
白
石
町
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
で
あ
る
「
５

S
T
A
R
か
が
や
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
令

和
４
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
）
に

つ
い
て
、
地
域
貢
献
や
学
習
支
援
、
安
全

確
保
な
ど
５
つ
の
課
題
に
対
す
る
地
域
住

民
と
学
校
が
連
携
し
た
取
組
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

続
け
て
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て
、「
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
学
校
や
教
員
に

求
め
ら
れ
る
内
容
も
複
雑
化
、
多
様
化
し

て
い
る
。
処
遇
の
抜
本
的
な
見
直
し
も
必

要
で
あ
る
が
、
教
職
員
が
本
来
対
応
す
る

べ
き
業
務
を
整
理
し
た
う
え
で
見
直
し
を

図
り
、
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
環
境
の
実
現

と
優
れ
た
人
材
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
「
そ
の
効
果

を
実
感
し
て
い
る
」
と
し
て
、
引
き
続
き

計
画
的
な
実
施
と
中
学
校
へ
の
拡
大
、
さ

ら
に
そ
の
際
は
加
配
定
数
の
付
け
替
え
等

に
よ
ら
ず
、
必
要
な
教
員
の
配
置
と
財
政

措
置
を
求
め
た
。
ま
た
、
教
科
担
任
制
に

つ
い
て
は
、「
小
規
模
校
で
は
、
自
校
の

教
員
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
」

と
の
課
題
を
指
摘
し
、
教
職
員
定
数
の
改

善
を
求
め
た
。

教
育
現
場
に
必
要
な
支
援
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
の
拡
充
と
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、

町
村
部
で
は
支
援
ス
タ
ッ
フ
等
の
人
材
が

全
般
的
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
現
状
を

訴
え
、
十
分
な
支
援
を
要
請
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
に

つ
い
て
は
、
町
村
か
ら
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
様
式
の
統
一
化
や
導
入
に
係
る
財
政

支
援
を
求
め
る
意
見
が
多
数
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
中
学
校
の
部
活
動

に
つ
い
て
、
指
導
者
の
確
保
と
受
け
皿
と

な
る
施
設
整
備
に
対
す
る
支
援
等
を
求

め
、
発
言
を
締
め
括
っ
た
。

こ
の
ほ
か
地
方
側
か
ら
は
、「
学
校
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
等
に
向
け
た
提

言
」（
地
方
三
団
体
提
出
）
に
基
づ
き
、

①
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
、

教
師
の
処
遇
改
善
、
学
校
の
指
導
・
運
営

体
制
の
充
実
や
教
師
の
育
成
支
援
を
、
社

会
全
体
の
理
解
の
醸
成
を
図
り
つ
つ
一
体

的
に
進
め
る
こ
と
、
②
い
わ
ゆ
る
標
準
法

に
お
け
る
「
乗
ず
る
数
」
の
見
直
し
及
び

副
校
長
・
教
頭
や
養
護
教
諭
等
の
複
数
配

置
基
準
の
緩
和
を
含
む
教
職
員
定
数
の
改

善
、
教
員
業
務
支
援
員
や
副
校
長
・
教
頭

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
等
の
支
援
ス
タ
ッ

フ
の
充
実
、
外
部
人
材
の
積
極
的
な
活
用

や
学
校
Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
、
効
果
的
な
施
策

と
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
③

中
学
校
を
含
め
、
少
人
数
学
級
を
計
画
的

に
進
め
る
に
あ
た
り
、
加
配
定
数
の
付
け

替
え
等
に
よ
ら
ず
十
分
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
小
学
校
高
学
年
の
教
科

担
任
制
の
強
化
等
の
加
配
定
数
を
拡
充
す

る
こ
と
、
④
不
登
校
や
い
じ
め
の
対
策
等

を
促
進
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
の
配
置
拡
充
や
、
学
校
以
外
の
多
様
な

学
び
の
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
補
助
率
の

引
上
げ
を
含
め
、
必
要
な
財
源
を
国
の
責

任
に
お
い
て
確
保
す
る
こ
と

－

等
を
求
め

る
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
国
側
か
ら
主
に
以

下
の
発
言
が
あ
っ
た
後
、
協
議
は
閉
会

し
た
。

○
馬
場
総
務
副
大
臣

・�

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
や
教
師
の

処
遇
改
善
、
少
人
数
学
級
の
計
画
的
な

整
備
に
係
る
教
職
員
定
数
の
効
果
的
な

配
置
と
い
っ
た
課
題
は
、
国
と
地
方
が

協
力
し
て
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
地
方
財
政
や
定
員
管
理
を
所
管
す

る
総
務
省
と
し
て
も
、
引
き
続
き
文
部

科
学
省
と
連
携
し
て
い
く
。

○
青
山
文
部
科
学
副
大
臣

・�

文
科
省
で
は
、
来
年
の
春
頃
に
一
定
の

方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
途
と
し
て
、

中
教
審
の
特
別
部
会
に
お
け
る
議
論
を

さ
ら
に
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
、
学
校
の
働
き
方
改
革
、
処
遇
の
改

活　動

▲
�

地
方
三
団
体
か
ら
の
提
言
が
手
交
さ
れ
た（
最

右
が
田
島
会
長
代
行
）
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善
、
学
校
の
指
導
運
営
体
制
の
充
実
を

一
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
の
改

革
の
目
的
は
、働
き
方
の
改
善
に
よ
り
、

教
師
が
学
ぶ
時
間
を
確
保
し
、
自
ら
の

授
業
を
磨
く
こ
と
等
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
に
よ
り
よ
い
教
育
を
存
分
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
の
３
年
間
を

集
中
改
革
期
間
と
し
、
質
の
高
い
教
育

の
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

・�

本
日
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
学
校
に
お
け
る
指
導
体
制
の
強

化
充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
は
も

と
よ
り
、
現
場
の
声
を
踏
ま
え
て
財
政

当
局
と
の
折
衝
に
あ
た
る
。

○
安
江
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

・�

学
校
の
働
き
方
改
革
を
一
層
実
効
性
の

あ
る
も
の
と
し
て
取
組
を
加
速
化
す
る

ほ
か
、
少
人
数
学
級
の
計
画
的
整
備
を

は
じ
め
と
し
た
学
校
の
指
導
運
営
体
制

や
教
師
の
処
遇
改
善
を
一
体
的
、
総
合

的
に
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
際
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

学
校
等
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
そ
の
権
限

と
責
任
に
応
じ
て
役
割
を
果
た
し
、
国

と
地
方
が
連
携
を
し
て
、
課
題
の
解
消

に
向
け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

開
会
に
あ
た
り
、
後
藤
本
部
長
か
ら
、

「
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対
策
、
こ
ど
も

政
策
は
我
が
国
に
と
っ
て
一
丁
目
一
番
地

の
政
策
に
な
る
。
政
策
の
実
行
と
安
定
財

源
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
こ
の
安
定
財
源
の
確
保
は
、
全
世

代
型
社
会
保
障
の
視
点
に
沿
っ
た
も
の
と

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
本
日
は
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
伺

い
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
山

崎
副
会
長
は
、
鏡
野
町
の
保
育
園
・
こ
ど

も
園
が
子
ど
も
の
様
子
や
特
性
に
応
じ
て

受
入
人
数
を
決
定
す
る
取
組
等
に
つ
い
て

紹
介
し
、「
就
学
前
の
大
切
な
時
期
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
で

き
る
環
境
を
守
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で

あ
る
」
と
意
見
を
述
べ
た
う
え
で
、「
保

育
士
の
大
き
な
負
担
が
離
職
や
潜
在
保
育

士
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。『
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
』
の
開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、現
場
で
は
、保
育
士
の
確
保

に
つ
い
て
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
」

と
し
、
各
保
育
園
等
が
保
育
士
を
十
分
に

確
保
で
き
る
施
策
の
実
施
を
求
め
た
。

続
い
て
、「『
木
を
見
て
森
を
見
ず
』
と

い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
国
に
は
ど
う
か
、

20
年
後
、
30
年
後
の
森
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し
た
う

え
で
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
の
促
進
や
社
会
全
体

の
意
識
改
革
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な

ど
に
よ
り
、
子
ど
も
を
持
つ
若
い
方
々
が

子
育
て
を
し
た
い
、
あ
る
い
は
子
育
て
が

楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
社
会
の
構
築

と
、
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
環
境

に
よ
る
こ
と
な
く
、十
分
な
教
育
を
受
け
、

し
っ
か
り
と
生
活
で
き
る
職
業
に
就
く
た

め
の
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
施
策
の
推

進
を
求
め
た
。

最
後
に
、
自
治
体
の
財
政
力
に
よ
り
子

育
て
環
境
に
地
域
間
格
差
が
生
じ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、「
幼
児
教
育
、
保
育
無
償

化
の
範
囲
拡
大
、
学
校
等
の
給
食
費
の
無

償
化
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
な
ど
教
育
、

医
療
、
給
食
と
い
っ
た
、
子
ど
も
が
育
つ

う
え
で
必
要
性
が
高
い
も
の
を
確
実
に
提

供
す
る
こ
と
を
国
は
、
第
一
優
先
に
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
、
自
治
体
の

規
模
や
財
政
力
に
関
係
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
強
み
を
発
揮
し
な
が
ら
、
子
ど
も

や
若
者
が
生
き
る
力
を
育
み
、
そ
の
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
い
く
た
め
の

支
援
を
求
め
、
発
言
を
締
め
括
っ
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

山
崎
親
男
副
会
長
（
岡
山
県
鏡
野
町
長
）
は
11
月
13
日
、
自
由
民
主
党
が
開

催
し
た
「『
こ
ど
も
・
若
者
』
輝
く
未
来
創
造
本
部
」（
本
部
長
・
後
藤
茂
之
衆

議
院
議
員
）
に
出
席
し
た
。

会
議
で
は
、
地
方
三
団
体
な
ど
関
係
団
体
か
ら
、
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

充
実
な
ど
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
に
係
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

山
崎
副
会
長
は
、
保
育
士
の
確
保
や
、
社
会
全
体
の
意
識
改
革
等
を
含
め
た

20
年
後
、
30
年
後
を
見
据
え
た
政
策
の
実
施
を
求
め
た
。

▲発言する山崎副会長

山
崎
副
会
長
が
自
民
党
「『
こ
ど
も
・
若
者
』

山
崎
副
会
長
が
自
民
党
「『
こ
ど
も
・
若
者
』

輝
く
未
来
創
造
本
部
」
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席

輝
く
未
来
創
造
本
部
」
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
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は
じ
め
に
、
棚
野
会
長
代
行
は
、
原
油
価

格
・
物
価
等
の
高
騰
等
に
よ
り
、
国
民
生
活

及
び
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
総
合
経
済
対
策
等
の

実
施
に
よ
り
、
物
価
高
か
ら
国
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
し
て
い
く

た
め
に
万
全
な
対
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る

よ
う
お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
大
規
模
震
災
・
豪
雨
災
害
等
か

ら
の
復
旧
・
復
興
と
、
国
土
強
靱
化
に
関
す

る
施
策
の
推
進
及
び
全
国
的
な
防
災
・
減
災

事
業
へ
の
十
分
な
財
政
措
置
を
要
請
し
た
。

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い

て
は
、「
町
村
は
少
子
化
対
策
・
デ
ジ
タ
ル
化
・

脱
炭
素
化
・
地
方
創
生
の
推
進
等
の
課
題
に

対
し
、
地
域
の
最
前
線
で
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、
継
続
的
に
安
定
し
た
自
主

財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
述
べ
、

物
価
高
騰
等
に
よ
る
財
政
需
要
を
的
確
に
反

映
す
る
と
と
も
に
、
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
求
め
た
。

ま
た
、
先
般
決
定
さ
れ
た
「
総
合
経
済
対

策
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
個
人
住
民
税
の
定
額

減
税
の
実
施
に
よ
る
減
収
額
に
つ
い
て
も
全

額
国
費
で
補
填
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
所
得

税
減
税
を
行
っ
た
場
合
の
地
方
交
付
税
へ
の

影
響
額
や
、
減
税
措
置
や
給
付
事
務
等
に
対

す
る
事
務
負
担
の
費
用
に
つ
い
て
、
地
方
財

政
の
運
営
に
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
国
が

責
任
を
も
っ
て
補
填
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
向
け

て
、
来
年
が
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
の
年

に
あ
た
る
固
定
資
産
税
の
安
定
的
な
確
保

や
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
に
つ
い

て
も
対
象
と
な
る
森
林
や
森
林
面
積
割
合
の

見
直
し
を
求
め
た
。

最
後
に
、
各
要
望
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

他
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
そ
の
実
現
を

要
請
し
、
意
見
を
締
め
括
っ
た
。

棚
野
会
長
代
行
の
発
言
を
受
け
て
、
中
川

総
務
部
会
長
か
ら
は
、「
森
林
環
境
譲
与
税

は
今
年
の
税
制
協
議
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
ひ

と
つ
。
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
決
着
を
図
る
方
向
へ
進

め
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
総

合
経
済
対
策
』
に
よ
る
住
民
税
の
減
収
額
に

つ
い
て
は
国
が
補
填
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

所
得
税
減
税
を
行
っ
た
場
合
の
地
方
交
付
税

へ
の
影
響
額
に
対
す
る
具
体
的
な
対
応
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
の
協
議
を
注
視
す
る
。
事

務
費
に
つ
い
て
は
、
国
で
負
担
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
強
く
申
し
上
げ
る
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ（https://

w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活　動

棚
野
孝
夫
副
会
長
・
会
長
代
行
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
は
11
月
16
日
、
公
明
党

総
務
部
会
（
部
会
長
・
中
川
康
洋
衆
議
院
議
員
）
が
開
催
し
た
「
令
和
６
年
度
税
制

改
正
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
に
出
席
し
た
。
会
議
で
は
関
係
団
体
か
ら
令
和
６
年
度
予
算
・

税
制
・
政
策
に
関
す
る
要
望
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

棚
野
会
長
代
行
は
、
大
規
模
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
全
国
的
な
防
災
・

減
災
対
策
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
、
町
村
税
源
の
充
実
強
化
等
、

町
村
に
と
っ
て
の
重
点
事
項
を
要
望
し
た
。

▲発言する棚野会長代行

▲棚野会長代行（中央左）が古屋公明党副代表（中央右）に要望書を手交
（左から平林総務副部会長、角田衆議院議員、新妻参議院議員、棚野会長代行、
古屋副代表、中川総務部会長、佐藤衆議院議員、若松税制調査会副会長）

棚野副会長・会長代行が公明党棚野副会長・会長代行が公明党
総務部会ヒアリングに出席総務部会ヒアリングに出席

全国町村会全国町村会
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吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
は
11
月
１
日
と
８
日
、「
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
要
望
」
及
び
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
に
関
す
る
要
望
」
を
自
由
民
主

党
税
制
調
査
会
の
宮
沢
洋
一
会
長
及
び
山
口
俊
一
副
会
長
並
び
に
総
務
省
の
内
藤
尚
志
総
務
事

務
次
官
に
提
出
し
、
要
望
内
容
の
実
現
方
に
つ
い
て
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

要
請
活
動
で
は
、
両
要
望
書
の
中
か
ら
、
特
に
、
来
年
が
３
年
に
１
度
の
評
価
替
え
の
年
に

あ
た
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
固
定
資
産
税
の
安
定
的
な
確
保
や
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準

の
対
象
と
な
る
森
林
や
森
林
面
積
割
合
の
見
直
し
を
要
請
し
た
。

ま
た
11
月
16
日
、「
地
方
整
備
局
等
の
組
織
体
制
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を

内
閣
官
房
内
閣
人
事
局
の
阪
本
克
彦
人
事
政
策
統
括
官
に
提
出
し
、
要
請
活
動
を
行
っ
た
。
な

お
、
阪
本
人
事
政
策
統
括
官
を
通
じ
て
栗
生
俊
一
内
閣
人
事
局
長
に
、
前
日
15
日
に
は
内
閣
総

理
大
臣
秘
書
官
を
通
じ
て
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
に
も
同
緊
急
要
望
を
提
出
し
た
。

※
参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w
.zck.or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

活　動

令
和
６
年
度
税
制
改
正
、
地
方
整
備
局
等
の

令
和
６
年
度
税
制
改
正
、
地
方
整
備
局
等
の

組
織
体
制
に
つ
い
て
要
請
活
動

組
織
体
制
に
つ
い
て
要
請
活
動

全国全国
町村会町村会

▲山口自民党税制調査会副会長（左）

▲阪本内閣官房人事政策統括官（右）

▲宮沢自民党税制調査会長（左）※11月１日、８日両日訪問

▲内藤総務事務次官（右）

▲菅前内閣総理大臣（左）

吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
は

11
月
16
日
、
菅
義
偉
前
内
閣
総
理
大
臣
を

表
敬
訪
問
し
た
。

吉
田
会
長
は
会
長
就
任
挨
拶
と
と
も

に
、
防
災
・
減
災
対
策
や
国
土
強
靱
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
支
援
を
求
め
た
。

菅
前
総
理
か
ら
は
、
温
か
い
激
励
の
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

吉
田
会
長
が
菅
前
内
閣

吉
田
会
長
が
菅
前
内
閣

総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問

総
理
大
臣
を
表
敬
訪
問
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１
．
阿
久
比
町
の
概
要

阿
久
比
町
は
愛
知
県
西
部
、
知
多
半
島
の

中
央
部
に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
23
・
8
㎢
、

人
口
は
２
万
8
千
人
ほ
ど
で
、
み
ど
り
豊
か

な
自
然
に
包
ま
れ
た
住
環
境
を
有
す
る
町
で

す
。
名
古
屋
市
中
心
部
ま
で
鉄
道
、
道
路
を

利
用
し
て
約
30
分
、
中
部
国
際
空
港
ま
で
幹

線
道
路
を
利
用
し
て
約
20
分
な
ど
、
交
通
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
有
し
、
大

都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
生
物
等
が
生

息
す
る
湿
地
や
都
市
近
郊
で
あ
り
な
が
ら
ホ

タ
ル
が
舞
う
自
然
も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
人
口
増
加
が
続
い
て
き
た
本

町
に
お
い
て
も
、
今
後
は
人
口
減
少
や
少
子

化
の
進
行
に
よ
り
経
済
活
動
を
支
え
る
生
産

▲若手職員が中心となるDXワーキンググループ会議では他市町の導入事例研究等を行っている

阿あ

久ぐ

比い

町ち
ょ
う

愛
知
県

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
始
め
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

◦
R
P
A
導
入
初
年
度
は
、
導
入

へ
積
極
的
で
、
I
T
に
詳
し
い

職
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
て
対
象
業
務
を
限
定

し
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
し

て
開
始
。

◦
ま
ず
は
職
員
が
R
P
A
を
理
解

し
、
便
利
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

◦
今
後
は
、「
R
P
A
を
効
果
的
に

活
用
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

業
務
の
進
め
方
を
す
れ
ば
よ
い

か
」
と
い
う
方
向
へ
考
え
方
を

シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

愛知県

阿久比町

特 集　デジタル技術を使った地域活性化
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年
齢
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
限
ら

れ
た
職
員
数
で
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
維
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
関
連
し
た

職
員
の
働
き
方
改
革
に
向
け
た
取
組
の
１
つ

と
し
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
．
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の
背
景
・
経
過

人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
の
ほ
か
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
が
山
積
す
る
中
、
職
員

の
業
務
量
は
増
加
し
複
雑
化
す
る
な
ど
職
員

へ
の
負
荷
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
職
員
採
用
試
験
へ
の
応
募
数
の
減
少
や

内
定
辞
退
、
財
政
上
の
問
題
な
ど
職
員
数
の

増
加
を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
定
型
的
か
つ
膨
大
な

作
業
量
が
発
生
す
る
業
務
を
自
動
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
い
と
考

え
、導
入
に
向
け
た
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
て
、
61
業
務
を
抽

出
し
て
研
究
を
進
め
た
結
果
、
単
純
作
業
か

ら
職
員
を
解
放
し
、
余
力
の
で
き
た
職
員
を

付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
や
入
力
ミ

ス
へ
の
対
策
と
し
て
も
有
効
と
考
え
導
入
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
省
に
よ
る
Ｒ

Ｐ
Ａ
導
入
補
助
金
の
公
募
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
で
、
さ
ら
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
を
前
向
き
に
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
導
入
を
決
め
た
も
の
の
、
当
時

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
馴
染
み
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

導
入
に
係
る
一
時
的
な
負
荷
を
敬
遠
す
る
反

応
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
庁
内

で
導
入
事
例
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
活
用

の
効
果
も
伝
わ
り
や
す
く
な
る
の
で
は
と
考

え
、
初
年
度
は
導
入
へ
の
積
極
性
や
Ｉ
Ｔ
に

詳
し
い
職
員
が
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
対
象

は
５
業
務
と
し
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
し

て
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
．
代
表
的
な
取
組
と
効
果

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
高
度
で
難
し
い
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

は
必
要
な
い
た
め
、
シ
ナ
リ
オ
作
成
作
業
に

つ
い
て
は
ベ
ン
ダ
等
へ
の
外
注
と
せ
ず
、
職

員
が
自
前
で
作
成
す
る
方
針
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
情
報
担
当
職
員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
代
表
的
な
取
組
と
し

て
、①
固
定
資
産
税
「
税
通
」（
※
）
処
理
業
務
、

②
幼
稚
園
・
保
育
園
給
食
費
修
正
業
務
、
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
1
人
10
万
円
支
給
業

務
の
3
業
務
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※�「
税
通
」
と
は
、
土
地
建
物
登
記
済
通
知
書
の
略
で
、

法
務
局
が
土
地
や
建
物
の
表
示
・
権
利
に
関
す
る
登
記

等
を
し
た
際
に
、
市
町
村
宛
に
発
行
す
る
通
知
文
書

①
固
定
資
産
税
税
通
処
理
業
務

以
前
ま
で
紙
媒
体
の
固
定
資
産
異
動
情
報

を
1
件
ず
つ
手
作
業
で
土
地
台
帳
シ
ス
テ
ム

に
入
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
異
動

情
報
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
で
受
領
す
る
方
式
に

▲町の中央を流れる阿久比川とそれに沿って走る名古屋鉄道の空撮。穏やかで豊かな自然に恵まれながらも利便性が高い
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切
り
替
え
、
職
員
は
デ
ー
タ
に
地
番
コ
ー
ド

を
追
加
す
る
の
み
で
、
以
降
の
シ
ス
テ
ム
入

力
作
業
を
自
動
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

年
間
４
２
０
時
間
要
し
て
い
た
業
務
時
間
が

80
時
間
で
処
理
可
能
と
な
り
、
３
４
０
時
間

の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

②
幼
稚
園
・
保
育
園
給
食
費
修
正
業
務

幼
稚
園
・
保
育
園
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
園
児
1
人
ず
つ
、
月
ご
と
に
手
作
業

で
シ
ス
テ
ム
入
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
に
よ
り
自
動
化
し
た
こ
と
で
年
間
85
時
間

要
し
て
い
た
業
務
時
間
が
11
時
間
で
処
理
可

能
と
な
り
、
74
時
間
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
削
減
効
果
に
よ
り
窓
口
業

務
な
ど
人
に
し
か
で
き
な
い
業
務
を
手
厚
く

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
職
員
の
勤
務
時

間
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症�

�

「
特
別
定
額
給
付
金
」
支
給
業
務

１
人
10
万
円
支
給
業
務
に
つ
い
て
は
、
当

時
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
給
付
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
給
付
作
業
は
本
町

で
も
大
変
混
乱
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

作
業
開
始
時
は
手
の
空
い
て
い
る
職
員
を
か

き
集
め
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ひ
た
す
ら
チ
ェ
ッ

ク
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
給
付
時
期
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
う
と

考
え
、
数
日
の
う
ち
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
シ
ナ
リ
オ

を
自
作
し
て
Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
併
用
し
た
結

果
、
見
込
み
で
は
あ
り
ま
す
が
1
、
１
４
０

時
間
の
作
業
時
間
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
、
迅
速
な
給
付
と
職
員
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
①
と
③
の
業
務
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く
活
か
し
た
成
功
例

と
言
え
ま
す
。

４
．�

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
運
用
し
て
感
じ
た�

課
題

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
た
際
に
は
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
現
状
そ
の
活

用
の
幅
は
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
課
題
は
、
職
員
の
Ｒ
Ｐ

Ａ
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
今
後
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
運
用
を
円
滑

に
行
っ
て
い
く
に
は
業
務
担
当
職
員
が
主
体

と
な
っ
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
必

要
で
、
自
ら
の
業
務
を
見
直
し
、
積
極
的
に

活
用
す
る
考
え
が
浸
透
す
る
よ
う
進
め
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
代
表
的

な
取
組
と
し
て
3
つ
の
業
務
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
①
と
③
で
大
き
な
効
果
を
上
げ
た

一
方
で
、
②
に
お
い
て
は
元
々
の
年
間
業
務

時
間
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、
大
き

な
削
減
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
同
規
模

の
業
務
は
ほ
か
に
も
多
い
た
め
、
町
村
に
お

け
る
業
務
量
で
は
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
用
す
る
場
面
は
少
な
く
、
効
果
が

見
え
づ
ら
い
の
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

RPA導入前RPA導入後

▲�税通（１年間で約2,000件分）は１件ずつ手作業
で処理していたが、RPA導入により業務時間が
340時間削減された

▲ �業務の入口となる「税
通」は、従来は紙媒
体で受領していた
が、RPA導入を機に
CSV形式での受領に
変更した。

▲実際のRPA画面。設定は職員が行っている

＜作業手順＞
①�職員が法務局から
受領したCSVデー
タに土地の地番コ
ードを追加した上
で、Excelファイル
に保存

②�RPAがExcelファイ
ルの内容を1行ず
つ読み取り、土地
台帳システム上で
対象地を検索

③�入力画面に遷移し
た上でExcelファイ
ルから項目を転
記・登録
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こ
の
ほ
か
、
紙
媒
体
に
よ
る
運
用
が
多
く

デ
ー
タ
化
が
困
難
な
も
の
や
、
デ
ー
タ
化
さ

れ
て
い
て
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
の
読
み
取
り
に
適
さ

な
い
も
の
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

５
．
今
後
に
つ
い
て

本
町
の
今
後
の
取
組
と
し
て
、
令
和
7
年

度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
・
共
通
化
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用

場
面
が
増
加
す
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
の
自
治
体
で
導
入
し
た
取
組
を
共

同
利
用
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
一
層
の
活

用
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
に
取

り
残
さ
れ
な
い
よ
う
「
今
の
業
務
の
ど
こ
に
Ｒ

Ｐ
Ａ
を
活
用
で
き
る
か
」
で
は
な
く
「
Ｒ
Ｐ
Ａ

を
効
果
的
に
活
用
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

業
務
の
進
め
方
を
す
れ
ば
よ
い
か
」
に
考
え

方
を
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
Ｄ
Ｘ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
若
手
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
お
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
操
作
研
修

や
他
市
町
の
導
入
事
例
な
ど
に
つ
い
て
も
研

究
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
活

発
な
議
論
を
交
わ
し
て
理
解
を
深
め
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛
知
県
阿
久
比
町　

検
査
財
政
課

�

　

青
木　

昭
光

国 税 庁 か ら の
お 知 ら せ

人事・給与事務担当の皆さまへのお願い

Point  ①

Point  ②

Point  ③

給与所得の源泉徴収票 を e-Tax で提出すると…
職員の方の確定申告がさらに簡単に !!

給与所得の源泉徴収票を e-Tax で提出することで、職員の方が、所得税の確定申告書
を作成する際、給与所得の情報が自動で入力されるようになります！

※ 令和６年１月以降に提出する給与所得の源泉徴収票（令和５年分以後の年分）が対象です。
※ 職員の方が令和６年２月上旬以降に国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で確定申告書を作成する際にご利用になれます。

詳しい内容は、国税庁
ホ ー ム ペ ー ジ の 特 設
ページをご覧ください。

e-Tax で提出された給与の源泉徴収票が自動入力
の対象となります。

税務署への給与の源泉徴収票の提出範囲は、年間の給与等の支払金額が 500 万円を超えるもの等ですが、500 万
円以下の給与に係る源泉徴収票であっても、e-Tax で提出した場合は、自動入力の対象となります。

給与所得の情報を正しく連携するため、給与所得の源泉徴収票に記載
する、職員の方のマイナンバー、氏名（カナ含む）、住所、生年月日等
については、記載誤りや不足・不備が無いようご注意ください。

▲�町制70周年を記念して開催されたあぐい山車まつりの様子。� �
町指定有形民俗文化財の５輌の山車が役場に集結し、三番叟やか
らくり、町内各地区のお囃子が披露された
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

J-LIS 一般利用団体受講料無料
※一部セミナーは全地方公共団体受講料無料

問 合 せ

１　申込方法

２　セミナー紹介

【問合せ先】にメー
ルにてご連絡くださ
い。

登録後、本文に記載
したメールアドレス
に管理者 ID をご連
絡します。

管理者 ID の権限で
受講者を登録します。
※�受講者数の上限はありま
せん。

最短で申込日から受講できます！
受講申込みは、令和６年２月 22 日（木）17 時まで。

公開済のセミナー
は、登録後からすぐ
に受講することがで
きます。

研修の詳細については、J-LIS�HP（https://www.j-lis.go.jp/learning/）をご覧ください。　

地方公共団体情報システム機構　教育研修部
Mail�:�etd@j-lis.go.jp����TEL�:�03-5214-8006
問合せ時間：9：00～ 17：00（土日祝日除く）

管理者 ID の権限で
受講者の登録 管理者 ID 発行 受講開始！ 管理者 ID の

申込み 

情　報

令和5年度J-LIS動画研修令和5年度J-LIS動画研修

クラウドサービス基礎セミナー　※全地方公共団体受講料無料

クラウドサービスやガバメントクラウドの基礎について学び、理解を深めるとともに、自治体でのガバメントクラウ
ド利用の参考にしていただくためのセミナーです。

業務のデジタル化における留意事項～セキュリティやトラストの面などから～
調達や内部のマネジメント対策にあたって、セキュリティやトラストの関連で気をつけるポイントについて近年のイ
ンシデント紹介を通じて学ぶことができるセミナーです。

自治体の DX、はじめの一歩を現場から－「ノーコード」活用のススメ－
ノーコードの仕組みを学び、実際のデモンストレーションを視聴することで必要な知識を取得し、理解するために必
要な知識を修得するセミナーです。
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広
葉
樹
の
チ
ッ
プ
化
で
発
電
燃
料
に
　

ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
ー
で
資
源
量
調
査
　

群
馬
・
上
野
村
が
3
年
計
画

地
元
に
豊
富
に
あ
り
な
が
ら
利
用
が
進
ん
で
い

な
い
広
葉
樹
に
つ
い
て
、
群
馬
県
上
野
村
は
本
年

度
か
ら
3
年
計
画
で
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料

チ
ッ
プ
と
し
て
の
活
用
を
探
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
使
っ
て
資
源
量
を
調
べ
た
上
で
伐
採
や
加
工
の

低
コ
ス
ト
化
を
進
め
、
村
内
5
施
設
に
導
入
予
定

の
小
型
発
電
設
備
の
燃
料
に
役
立
て
る
。
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
N
E
D
O
）

の
実
証
事
業
に
も
採
択
さ
れ
て
お
り
、
全
国
の
山

間
地
域
へ
の
普
及
を
視
野
に
広
葉
樹
の
地
産
地
消

と
販
売
事
業
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
す
。

村
振
興
課
に
よ
る
と
、
村
は
面
積
の
95
％
を
森

林
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
広
葉
樹
が
約
6
割

に
上
る
。
た
だ
、
明
確
な
活
用
方
法
が
見
い
出
せ

ず
に 

「
未
利
用
資
源
」（
黒
澤
八
郎
村
長
）
と
な
っ

て
お
り
、
燃
料
チ
ッ
プ
化
の
可
能
性
を
探
る
こ
と

に
し
た
。

2
0
2
5
年
度
ま
で
に
約
2
億
4
0
0
0
万
円

を
投
じ
、
ド
ロ
ー
ン
や
レ
ー
ザ
ー
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
で
資
源
量
を
調
査
す
る
ほ
か
、
最
適
な
伐

採
や
搬
出
、
加
工
の
方
法
、
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
考
案
す
る
。
現
在
は
手
作
業
が
中
心
の
各

工
程
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
も
検
討
し
、
低
コ

ス
ト
の
燃
料
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す
。

8
月
に
N
E
D
O
の
実
証
事
業
に
採
択
さ
れ
た

た
め
、
事
業
費
の
3
分
の
2
は
助
成
金
を
活
用
す

る
。木
材
を
細
か
く
砕
い
て
チ
ッ
プ
化
す
る「
チ
ッ

パ
ー
機
」
に
つ
い
て
も
、
広
葉
樹
や
小
型
発
電
設

備
に
適
し
た
機
種
を
探
す
方
針
。

村
は
昨
年
、環
境
省
か
ら
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

の
モ
デ
ル
地
域
に
も
選
定
さ
れ
、
本
年
度
か
ら

関
連
事
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
一
環
と
し
て

26
年
度
以
降
、（
１
）
村
役
場
庁
舎
（
2
）
道
の

駅
上
野
（
３
）
宿
泊
施
設
「
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ
」

（
4
）村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
5
）温
泉
施
設「
し

お
じ
の
湯
」
―
に
小
型
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
設
備
を
導
入
す
る
計
画
。
広
葉
樹
の
燃
料
チ
ッ

プ
は
各
施
設
の
発
電
に
活
用
し
、
太
陽
光
発
電

な
ど
と
合
わ
せ
て
施
設
で
使
う
電
力
を
１
0
0
％

賄
う
。
余
剰
が
出
れ
ば
売
電
す
る
可
能
性
も
あ

る
。黒

澤
村
長
は
「
村
と
同
じ
く
、
国
内
に
は
未

利
用
資
源
と
し
て
の
広
葉
樹
が
多
く
あ
る
。
こ

れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
」
と
意
欲
を
見
せ

て
い
る
。

N
E
D
O
の
担
当
者
は
「
チ
ッ
プ
製
造
の
低
コ

ス
ト
化
が
確
立
で
き
れ
ば
、
他
の
山
間
地
域
で
も

有
用
な
知
見
に
な
る
。
上
野
村
の
取
り
組
み
や
成

果
を
普
及
さ
せ
た
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

�

（
上
毛
新
聞
・
2
0
2
３
年
11
月
17
日
）

既
存
資
源
活
用
な
ど
町
活
性
化
施
策
提
案
　

ゆ
り
は
ま
若
者
会
議
　

町
長
ら
向
け
報
告
会
　
鳥
取

若
者
な
ら
で
は
の
視
点
を
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
よ
う
と
活
動
す
る
「
ゆ
り
は
ま
若
者

会
議
」
の
報
告
会
が
18
日
、
湯
梨
浜
町
役
場
で
開

か
れ
た
。
最
終
回
の
こ
の
日
は
、
こ
れ
ま
で
4
回

に
わ
た
っ
て
協
議
し
て
き
た
町
の
課
題
解
決
策
な

ど
を
宮
脇
正
道
町
長
を
は
じ
め
町
執
行
部
ら
に
報

告
し
た
。

同
町
は
、
本
年
度
か
ら
若
者
会
議
を
導
入
。
県

内
在
住
の
高
校
生
や
20
代
の
学
生
計
７
人
が
参
加

し
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
決
め
て
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
施
策
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

報
告
会
で
は
、
2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
発
表
。

原
田
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
「
県
外
者
に
と
っ
て
の

特
別
な
空
間
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
「
観
光
」「
学

び
」「
合
宿
」
の
三
つ
の
短
期
滞
在
モ
デ
ル
プ
ラ

ン
を
提
案
し
、
海
や
湖
、
温
泉
な
ど
既
存
資
源
を

有
効
活
用
す
る
よ
う
求
め
た
。

「
若
者
（
学
生
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
町
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
つ
い
て
考
え
た
湯
梨
浜
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
は
、
町
民
の
交
流
拠
点
と
し

て
公
民
館
を
提
示
。
子
ど
も
や
親
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
の
必
要
性

を
訴
え
た
。

宮
脇
町
長
は
「
若
者
目
線
の
意
見
を
聞
く
貴
重

な
機
会
だ
っ
た
。
町
民
と
行
政
が
一
体
に
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

町
は
、
今
回
の
提
案
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
方

針
。�

（
日
本
海
新
聞
・
2
0
2
３
年
11
月
19
日
）

つ
る
ぎ
町
、
水
道
遠
隔
検
針
　

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
活
用
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
実
験

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
徳
島
支
店
（
徳
島
市
）
は
つ
る

ぎ
町
と
共
同
で
、
通
信
機
能
を
備
え
た
電
子
式
水

道
計
「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
」
を
活
用
し
た
水
道

の
遠
隔
検
針
の
実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。
来

年
３
月
ま
で
の
間
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
効
果
を

検
証
す
る
。

同
町
一
宇
と
貞
光
、
半
田
の
山
間
部
に
あ
る
、

検
針
が
困
難
な
民
家
5
軒
に
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

を
設
置
。
メ
ー
タ
ー
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
の

通
信
連
携
シ
ス
テ
ム
を
経
て
、
町
上
下
水
道
課
の

サ
ー
バ
ー
に
水
道
の
使
用
デ
ー
タ
な
ど
を
送
る
。

町
職
員
が
毎
月
担
っ
て
い
た
現
場
で
の
検
針
が

不
要
に
な
り
、
漏
水
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
早
期
に

発
見
し
や
す
く
な
る
。
町
に
よ
る
と
、
今
回
取
り

付
け
た
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
実
証
実
験
終
了
後

も
活
用
し
て
い
く
方
針
。

実
証
実
験
は
今
月
始
め
た
。
同
支
店
は
「
業

務
の
効
率
化
や
集
計
デ
ー
タ
の
活
用
を
通
じ
て
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
同
様
の
実
証
実

験
は
、
県
内
で
は
徳
島
市
と
海
陽
町
が
、
四
国

電
力
送
配
電
（
高
松
市
）
と
共
同
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

�

（
徳
島
新
聞
・
2
0
2
３
年
11
月
11
日
）

美
里
町
と
佐
賀
の
高
齢
者
、

「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
白
熱
　

e
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

熊
本
県
美
里
町
と
佐
賀
県
大
町
町
の
高
齢
者

が
14
日
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
「
ぷ
よ
ぷ
よ
」
を
活
用

し
た
e
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
大
会
を
楽
し
ん
だ
。
美

里
町
は
2
0
１
9
年
か
ら
、
心
身
の
活
力
や
生
活

機
能
が
低
下
す
る
フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
脳
機
能

の
維
持
を
目
的
に
、
高
齢
者
e
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
〝
先
進
地
〟
で
、
愛
好
者
は
１
0
0
人
を
超

え
る
。

大
町
町
は
2
月
に
美
里
町
を
視
察
し
、
高
齢
者

e
ス
ポ
ー
ツ
の
本
格
導
入
を
始
め
た
。
月
4
回
の

教
室
に
は
、
毎
回
十
数
人
が
参
加
し
て
い
る
と

い
う
。

大
会
は
美
里
町
中
央
庁
舎
で
あ
っ
た
。
美
里
町

6
人
、
大
町
町
9
人
が
出
場
。
選
手
た
ち
は
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
交
代
し
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
、
約
2
時
間
に
わ
た
っ
て
対

戦
を
楽
し
ん
だ
。

美
里
町
の
福
田
和
子
さ
ん
（
80
）
は
「
い
つ
も

と
は
違
う
緊
張
感
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
交
流

は
面
白
い
」
と
笑
顔
だ
っ
た
。

�

（
熊
本
日
日
新
聞
・
2
0
2
３
年
11
月
18
日
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す
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な
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く
ん

な
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カ
く
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、東ブロック（北海道・東北・関東）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　「
に
ゃ
く
っ
ち
」
は
、「
こ
ん
に
ゃ
く
の
町

下
仁
田
」
を
P
R
す
る
た
め
、
下
仁
田
こ
ん

に
ゃ
く
夏
祭
り
実
行
委
員
会
及
び
下
仁
田
蒟

蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
に
よ
り
、
町
内
の

小
中
学
生
を
中
心
に
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

平
成
13
年（
2
0
0
1
年
）に
誕
生
し
ま
し
た
。

町
内
在
住
の
当
時
中
学
2
年
生
の
生
徒
の
原

画
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
作
ら
れ
た
こ
ん
に
ゃ
く

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
こ

ん
に
ゃ
く
い
も
の
帽
子
を
被
り
、
か
ら
だ
は

板
こ
ん
に
ゃ
く
で
す
。
下
仁
田
町
観
光
P
R

大
使
の
歌
菜
子
さ
ん
が
歌
う
「
こ
ん
に
ゃ
く

パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
P
V
で
は
、
下
仁
田
町
の

観
光
名
所
や
町
並
み
を
紹
介
す
る
映
像
に
、

明
る
く
元
気
に
出
演
し
て
い
ま
す
。
例
年
8

月
に
開
催
さ
れ
る
「
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏

祭
り
」
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
り
、
各
種
S
N
S
で
町
の
魅
力
や

情
報
を
発
信
し
た
り
、
ま
た
、「
下
仁
田
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
P
R
に
も
携
わ
る
等
、
多
方
面

で
活
躍
中
で
す
。

　
鳴
沢
村
の
魅
力
や
特
色
を
広
く
P
R
す
る

た
め
に
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
よ
う
な
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
公
募

し
、
平
成
27
年
（
2
0
1
5
年
）
10
月
に
誕

生
し
た
の
が
、「
な
る
シ
カ
く
ん
」
で
す
。
村

の
獣
「
カ
モ
シ
カ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
村

章
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
お
腹
は
特
産
品
の

「
キ
ャ
ベ
ツ
」
か
ら
な
り
、
富
士
山
型
の
帽
子

に
は
、
村
内
に
群
生
地
が
あ
る
「
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
」
の
花
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
て
、
か
ら

だ
全
体
で
鳴
沢
村
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
富

士
五
湖
の
中
間
に
位
置
し
、
富
士
山
か
ら
青

木
ヶ
原
樹
海
へ
広
が
る
大
自
然
を
有
す
る
鳴

沢
村
は
、
豊
か
な
自
然
が
自
慢
。
そ
ん
な
村

の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

か
け
て
い
く
「
な
る
シ
カ
く
ん
」。
Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
等
の
S
N
S
を
駆
使
し
、
語
尾

に
「
～
カ
モ
」
と
つ
け
る
話
し
言
葉
で
、
こ

れ
か
ら
も
村
の
魅
力
や
季
節
の
最
新
情
報
等

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

9月16日生まれ。平内の海のガーディアン
として活躍。特技はホタテ太鼓。趣味は
ホタテ貝へのお絵かき。「ご当地レストラ
ン ホタテ一番」などの町内飲食店で提供
されている「平内ホタテ活御膳」が大好物。

性格はおとなしく、好奇心旺盛。特技は
見つめること。ミツバツツジのお花が大
好きで、キャベツやトウモロコシ、ブルー
ベリーが大好物な食いしん坊。“かわい
い”と言われることも大好き。

　
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）
9
月
に
開
催

さ
れ
た
「
ほ
た
て
の
祭
典
2
0
1
8
」
で
お

披
露
目
さ
れ
た
「
ウ
ロ
ボ
ン
」
は
、
ホ
タ
テ

の
ウ
ロ
か
ら
生
ま
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
そ

れ
ま
で
、
平
内
町
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
「
ミ
シ
ェ
ル
く
ん
」
と

「
シ
ェ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」
の
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。
頭
と
腕
の
黒
い
部
分
が
ウ
ロ
、
お
腹
は

貝
柱
、
肩
と
背
中
は
貝
が
ら
と
い
う
デ
ザ
イ

ン
で
、
町
内
の
小
学
5
年
生
の
課
外
授
業
で

ホ
タ
テ
養
殖
の
授
業
を
行
っ
た
際
に
、
数
点

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
案
の
選
挙
を
実
施
し
、
選

出
さ
れ
ま
し
た
。“
養
殖
ホ
タ
テ
生
産
量
日
本

一
の
町
”
を
誇
る
平
内
町
に
お
い
て
、
毎
年

9
月
の
第
3
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
ほ
た

て
の
祭
典
」
の
ほ
か
、
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
等
で
も
活
動
し
て
い
る「
ウ
ロ
ボ
ン
」。

こ
れ
か
ら
も
、
ホ
タ
テ
の
P
R
の
み
な
ら
ず
、

平
内
町
の
地
域
振
興
や
観
光
振
興
等
の
た
め

に
、
町
内
外
で
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

群馬県下仁田町

青森県平内町

山梨県鳴沢村

5月29日生まれ。こんにゃくの妖精。明
るい性格。好きな食べ物はこんにゃく
で、好きな場所はこんにゃく畑。趣味は
下仁田町をPRすることで、こんにゃく
を多くの人に知ってもらい、たくさん食
べてもらうことを夢見て日夜奮闘中。

に
ゃ
く
っ
ち

に
ゃ
く
っ
ち

Vol.132
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全
国
町
村
会
機
関
誌
「
随
想
」
執
筆
の

ご
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
１
、

６
０
０
字
程
度
の
字
数
に
一
瞬
絶
句
、
学

生
時
代
以
来
の
挑
戦
、
さ
て
い
か
が
し
た

も
の
か
。

ま
ず
は
さ
て
お
き
、
自
身
の
産
地
の
紹

介
か
ら
。
ご
多
分
に
も
れ
ず
山
ま
た
山
の

山
間
地
帯
、
面
積
約
２
１
１
ｋｍ
の
約
83
％

が
森
林
の
町
、
こ
の
広
大
な
山
が
育
む
久

慈
川
、
そ
し
て
久
慈
川
の
源
流
を
担
う
川

上
川
と
、
山
と
川
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が

醸
し
出
す
雲
海
に
沈
む
風
光
明
媚
な
町
と

自
画
自
賛
の
一
節
を
ひ
と
く
だ
り
。

自
慢
の
追
加
を
も
う
少
々
、
久
慈
川
は

国
内
で
も
数
少
な
い
ダ
ム
の
な
い
川
、
そ

し
て
冬
に
な
る
と
国
内
で
も
２
つ
の
川
で

し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
シ
ガ
「
氷

花
」
の
流
れ
る
川
（
氷
花
に
つ
い
て
は
グ

グ
っ
て
お
調
べ
く
だ
さ
い
）で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
町
の
所
在
地
は
福
島
県
の
中

通
り
最
南
端
、
茨
城
県
高
萩
市
と
隣
接
し

関
東
の
風
を
感
じ
る
微
妙
な
所
在
と
な
り

ま
す
。
東
京
へ
の
お
出
か
け
は
新
幹
線
を

利
用
す
れ
ば
自
宅
か
ら
２
時
間
強
で
到
着

し
ま
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
新
白
河
駅
利
用

の
新
幹
線
は
１
時
間
に
１
本
、
不
満
と
言

え
ば
不
満
で
は
あ
り
ま
す
が
、
欲
張
り
過

ぎ
で
す
よ
ね
。

こ
ん
な
所
在
で
育
っ
た
自
身
で
す
か

ら
、
当
然
周
り
の
自
然
が
遊
び
場
。
幼
少

時
の
夏
に
は
川
遊
び
、
小
学
校
高
学
年
と

も
な
る
と
魚
と
の
格
闘
。
当
時
の
久
慈
川

は
魚
の
宝
庫
、
そ
ん
な
中
で
驚
く
の
は
滋

賀
県
周
辺
の
魚
を
各
種
ゲ
ッ
ト
し
て
い
た

こ
と
。
当
時
は
不
思
議
と
も
思
わ
ず
格
闘

し
て
い
ま
し
た
が
、後
々
調
べ
た
と
こ
ろ
、

当
時
自
然
遡
上
の
鮎
は
当
然
で
し
た
が
、

年
々
少
な
く
な
る
鮎
の
数
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
、
琵
琶
湖
産
の
鮎
の
稚
魚
を
久
慈

川
に
放
流
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
数
種
類

の
雑
魚
が
混
じ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
稚
魚
が
増
え
て
久
慈
川
を
席
巻
し
、
そ

の
数
は
既
存
の
魚
を
遥
か
に
上
回
る
か
と

思
う
ほ
ど
で
し
た
。
今
は
環
境
も
変
わ
り

見
る
影
も
あ
り
ま
せ
ん
が
…
。

そ
し
て
月
夜
の
晩
に
は
、
数
ｃｍ
の
鰻
の

稚
魚
た
ち
が
取
水
堰
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

壁
を
這
い
登
る
光
景
が
、
い
ま
だ
に
目
に

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
、
数
千
匹
…
は

オ
ー
バ
ー
な
表
現
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

圧
巻
で
し
た
。
現
在
の
シ
ラ
ス
鰻
の
価
格

を
考
え
る
と
な
ん
と
も
微
妙
な
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
さ
て
、秋
が
来
れ
ば
、実
り
の
季
節
。

ま
ず
は
木あ

け

通び

の
収
穫
を
皮
切
り
に
山
葡
萄
、

甘
柿
そ
し
て
キ
ノ
コ
狩
り
、
休
む
い
と
ま

も
な
く
山
を
駆
け
巡
る
日
々
は
川
に
遊
ん

で
も
ら
い
、
山
に
抱
か
れ
て
い
る
、
ま
さ

に
大
自
然
真
っ
只
中
の
日
々
で
し
た
。

こ
の
話
は
半
世
紀
以
上
も
む
か
し
の

話
、
当
時
の
町
の
人
口
は
１
７
、
０
０
０

人
に
手
が
届
く
ほ
ど
で
あ
り
、
賑
や
か
で

活
気
あ
ふ
れ
る
町
で
し
た
。

２
０
２
３
年
の
今
に
目
を
向
け
て
み
ま

す
れ
ば
、
人
口
は
半
減
、
少
子
高
齢
化
の

大
渦
の
真
っ
只
中
。
そ
の
大
渦
に
追
い
討

ち
を
か
け
る
数
々
の
災
禍
。

令
和
に
な
っ
て
か
ら
だ
け
で
も
、
令
和

元
年
の
台
風
19
号
か
ら
始
ま
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
し
て
福
島
県
沖

大
地
震
、
震
度
６
強
の
衝
撃
は
２
０
１
１

年
の
東
日
本
大
震
災
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。

そ
し
て
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出

と
、い
と
ま
の
な
い
大
渦
の
中
で
あ
っ
て
も
、

行
政
運
営
の
ス
ト
ッ
プ
は
厳
禁
で
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
議
会
の
一
般
質
問
で
出

た
「
町
長
、
塙
町
の
こ
れ
か
ら
の
在
る
べ

き
姿
。
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を
考
え
て
い

る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
、
迷
わ
ず
答
え

た
一
言
は
以
下
の
く
だ
り
と
な
り
ま
す
。

「
ま
ず
次
世
代
へ
こ
の
町
を
し
っ
か
り

と
繋
い
で
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
足

腰
の
し
っ
か
り
と
し
た
町
づ
く
り
、
足
腰

の
し
っ
か
り
と
し
た
町
づ
く
り
の
た
め
に

は
他
力
本
願
で
は
な
い
地
場
の
産
業
、
そ

し
て
地
産
の
生
産
物
で
日
々
の
生
計
の
確

立
を
目
指
し
た
い
。」

す
こ
ぶ
る
難
し
い
町
づ
く
り
な
の
は
十

分
承
知
の
う
え
で
の
口
上
で
し
た
が
、
も

う
一
言
付
け
加
え
、
都
市
部
と
全
く
同
様

の
生
活
を
目
指
す
こ
と
を
せ
ず
に
、
少
々

の
不
便
・
不
足
が
あ
っ
て
も
、
こ
こ
ろ
の

充
足
感
と
共
に
、「
小
さ
な
町
で
も
町
民

み
ん
な
で
日
本
の
一
辺
を
し
っ
か
り
と

守
っ
て
い
る
」
と
の
誇
り
を
持
っ
て
町
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い

を
込
め
て
答
弁
を
し
ま
し
た
。

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
、
日
本
が

国
と
し
て
在
る
の
は
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
守
っ
て
い
る
全
国

の
自
治
体
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
集

ま
っ
た
集
合
体
が
日
本
な
の
で
す
。

字
余
り
を
少
々
。
町
に
は
、
単
体
の
工

場
と
し
て
は
日
本
一
の
規
模
を
有
す
る
製

材
工
場
が
所
在
し
、
関
連
企
業
も
含
め
る

と
「
地
場
産
業
を
基
に
自
活
し
た
生
計
の

確
立
は
十
分
可
能
な
目
標
だ
」
と
の
想
い

を
申
し
添
え
、
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
和
の
こ
こ
ろ

　

未
来
に
つ
な
ぐ　

に
ぎ
わ
い
の
郷さ

里と

宮み
や

田た

　
秀ひ

で

利と
し

福
島
県
町
村
会
長
・
塙

は
な
わ

町
長
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